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低酸素水耕栽 培におけるダイズ生育の 品種問差異
一
栄養成長期後期か ら生殖成長期初期にかけて

一

　　　　　　　　 実山 豊

　　　 （北海道大学　大学粧農学研 究院）

Difila　nce 　in　Growtli　ofSoybean 丶Jari¢ties　at　Hydreponic℃cultu【e　with 　Low 　Oxygen　Level

　　　　　　　　　
−Trea“nent 　on 　V4−R2　GiX）wh ユg　Sむage −

　　　　　　　　　　　　　 YUtaka　JitSuyalna

　　　　　　 （R」esearchFacUlty 　ofAgriculme ，　Hokkaido　University）

　　作物栽培をする上での 湿害発牛条件の
一

つ に七膨 競 の低酸素化が挙げられ る，本研究は ， ダイズ実生の

湿害発生機構を調査する 目的で
， 水矧栽培でダイズを （根粒非存在下）栽培した上で水耕溶液に低酸素条件を

設定し，実生の成長程度に及ぼす低酸素の影響を 14の 品種間で 比較した もの で ある．

材料及び方法　　本実験は 2007年夏期に， 北海道大学 北方生物圏フ ィ
ール ド科学セ ンター内ガラ ス室 （平均

室温 ：昼 30．4± 0．2℃，夜 24，6± 0，1℃）で行っ た．讎 剃斗には，第 ］表に示す 14種の ダイズ品種を用いた．

ダイズ種子をバ ー
ミキュ ライ トに播種して発芽させ

， 実生の子葉展開時に根を洗浄， 水耕栽磨へ 移行した．実

生が V4− V5 の 生育段階となるま で，10　L〆min で送気 しつ つ 水耕栽培 し （水耕馴化），その後低酸素負荷が可

能な水耕ポ ッ トに移植して ， V4− R2の生育段階の聞， 約 1ヶ月間栽培した 頃荷試験）．水耕馴化 ・負荷試験

の両水耕溶液には，ハ イポ ニ カ （（株）協和） 1
，
　OOO 倍希釈液を用いた．負荷試験で側 月した水耕ポ ッ トは三

層構造を有し， 最内層は水矧溶液中に根が仲長するエ リア ， 最外層には酸素吸収剤を充填するエ リアと し，中

層で は酸素吸収剤 と水耕溶液が気相を介し て っ なが っ て い る．こ の ポ ッ トを用い て
， 対照区（最外層に水道水 ，

送気有り）と低酸素区 （最外層に 10％亜硫酸ナ トリウム水酒夜 （無水），送気無 し）の 2処理区を設けた．水

耕溶液中の溶存酸素量は，溶存酸素計   0−5509，
Lutr。n ）で ， 気温及び水温につ い ては温度計で経時測定 し

た．また，処理終∫時の実生の葉緑素値を SPAD計 （SP紛 一502，　 （株）ミノル タ）を用い て測定し，その後

茎葉と莢を別々 に採取して，80℃の 乾燥1幾で 3 日間乾燥後，乾物重を計量した．品種毎 7 − 10 個体をそれぞ

れ反復とする完全無作為化法とし，統計処理はエ クセル統計ア ドイン ツ
ー

ル Statce12にて行っ た．

結果及び考察　　第 ユ図に水矧穃液中の溶存酸素濃度の推移を示 した．負荷試験ポ ッ トで の溶存酸素濃度は ，

試験期間中に多少変動は した もの の ，低酸素区は常に対照区を下回っ た．低酸素区における試験期間を通して

の平均溶存酸素濃度は ， 対照区の 二 分の
一
程度で あっ た．

　負荷試験における処理後 の 茎葉乾物重を第 2 図に示した．茎葉 の 乾物重が ， 対照区に比して低酸素区で有意

に小さい 晶種は　
‘

白鶴の子
’

，
‘
中生光黒

’
及び

‘

さきがけハ ニ
ー’

で あっ た．低酸素環境でノ》 オ マ ス が減

少する傾向は莢乾物重におい て より顕著に認 められ ，

‘

白鶴の 子
’

，

C

カ リユ タガ 及び
C

トヨ ス ズ
’

におい て

は，低酸素の 影響が特に著しかっ た （第 3 図）． 更に S踏 D 値も， おお よそ対照区よ り低酸素処琿後で低か

っ たが （デ
ー

タは示して い ない）， 低酸素区で SPAD 値が減少 した品種と，同じく低酸素区で茎葉 ・莢乾物

重が減少 した品種は必ず しも一致せ ず，その 因果関係は不明で あっ た．以 ヒの結果か ら，少な くとも本試験に

供試したダイズ品種の 中に ， 水耕栽培条件下におい て根部低酸素環境 へ の反応の異なる品種が見出されたが，

従来の 耐湿 悲評価 （松川ら，1986）と一
致しない 品種も存在し，また予備的な試験におい て，これ ら品種の

反応性が気温や生育段階によっ て異なる事象もみ られてお り，これ らの影響程度につ い ては今後検討する，

　　　　　　　 樹 「「勲
・
谷卞拮 光

・
寺西了

・
番場宏治　198．3 大 豆の耐湿 1生に関する研究

一i甚水条件下にお ける品種問差異
一

　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 北海道寸農試集報 d9 ：3240

一246 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

目本作物学会紀事　qpn．J．Crop　Sci．）第77巻 （別 号 2）（2008）

第 1表　
一
本試験に用い た 14の ダイズ供試品種

品種 番易
・

晶種名 甲晩性
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ltti　Ptは 甲晩「生の順で酉［劉．続く第2β図で は

「「騨 番号」で 酎種を表示．
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第 1図 水繍
．
容液中の溶存酸素濃 斐の 推移

⊂）；対照区 ● ：低酸素区．溶存酸素濃度 （空気中酸素濃度を 100％とした場

合 σ）百分率を表示 ）の 試験期間中推移を示 した．図11「の 縦擁は s．E．を示す．な

お 図中の 表の 値は，各処 理 区にお ける試験 期 間中の 平 堀 容存酸素濃 度 （S．E．）
を示 した （”

−93）．
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第2 図 負荷試験 1ヶ 月後におけるダイズ各品種の ：茎蘖乾物重

口 ：対照区，■ ：低酸素区．図中蝋 騰 ま SE ．を示す 血ヨ 〜10）．図中，バ ー
近傍の ÷及び ＊は，　 StUderltの t 検定によ り，

処理間に 10及び 5％水準で有意差が認 め られた品種に付 してい る．なお図中の 表 の 値は，全晶種の茎葉乾物重を処理 鴎 1」

に平均 した値 を示 し，異なる文 †が 付 された値には，S甑   tの t検定に よ り，1％水準で 有苣差が認め られ た事を示
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第3 図 負荷試験 ユケ 月後にお けるダイズ 各品種の 莢 彰乞物重

□ ：対 照区，騾 ；低酸素区 図 L「1の 縦棒駄 SE ，を示 す （n＝7〜IO）．図 L［1，バ ー
近傍の ＊ 及び ＊ ＊ 1よ StUdeiitの t 検 定に より，

処理間に 5 及 び 1％水準で有意差が認 め られ た品種に付 してい る．なお 図1「「の 表の f直は，全 1『」種の 莢乾物重を処理凶州こ平均

した値を示 し，異な る文宇が付され た値には Studentの t検定によ り，0，1％水準で 有意差が認め られた事を示ナ
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